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令 和 ８ 年 度 税 制 改 正 要 望 事 項 （ 新 設 ・ 拡 充 ・ 延 長 ） 

（国土交通省道路局高速道路課） 

項 目 名 民間施設直結スマートインターチェンジ整備に係る特例措置の延長 

税 目 登録免許税 

要

望

の

内

容 

 
【制度の概要】 
民間事業者による民間施設直結スマートインターチェンジ（以下「民間施設直
結スマート IC」という。）の整備に当たり、民間事業者が民間施設直結スマー
ト IC の用に供する土地を取得した場合において、民間事業者に課される登録免
許税の免税措置（本則 1000 分の 20） 
 
※ 民間施設直結スマート IC は、民間事業者が土地の取得を含めた整備を自ら
行った上で、地方公共団体に無償譲渡をするものであり、地方公共団体が整備
する場合とは異なり、民間事業者は当該土地取得時の所有権移転登記に係る登
録免許税を納付する必要がある。 
 
【要望の内容】 
上記の特例措置を２年間（令和 10 年３月 31 日まで）延長する。 
 
【関係条文】 
○租税特別措置法第 84 条の２の２ 
○租税特別措置法施行規則第 31 条の７の２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 平年度の減収見込額 －   百万円 

(制度自体の減収額) (  －   百万円) 

(改 正 増 減 収 額) (  －  百万円) 
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新

設

・

拡

充

又

は

延

長

を

必

要

と

す

る

理

由 

⑴ 政策目的 

社会の生産性を向上させ、持続的な経済成長や国際競争力の強化を図るた
め、高速道路をより効率的・効果的に活用していくことが重要。このため、高
速道路ネットワークの整備を進めるとともに、高速道路の近傍に位置する大規
模な物流拠点や工業団地、商業施設等と高速道路のアクセス向上のため、スマ
ート IC の整備を進める必要。 

こうした状況を踏まえ、平成 29 年度に、民間事業者の発意と負担により整備
可能な民間施設直結スマート IC 制度を創設。民間施設だけでなく周辺の一般道
路への通行も可能となる民間施設直結スマート IC の整備を促進することによ
り、周辺一般道路に立地する大規模な物流拠点、工業団地、商業施設等と高速
道路のアクセス向上を図るとともに、物流生産性の向上や、IC 周辺における物
流拠点等のさらなる立地促進・雇用創出、観光振興等による地域経済の活性化
等を実現する。 

 

⑵ 施策の必要性 

物流生産性の向上や地域経済の活性化等のためには、高速道路の近傍に位置
する大規模な物流拠点や工業団地、商業施設等と高速道路のアクセス向上を図
る必要があることも踏まえ、これまで、平地部での平均IC間隔が５kmとなるよ
うスマート IC の整備を進めてきたところ（実績：令和６年度末時点 5.3km）。 

 これまで、民間施設直結スマートICについては２件事業化され、ICに接続す
る商業施設や周辺施設の利用者が 1.6 倍に増える等、地域経済の活性化にも寄
与したが、平均 IC 間隔の目標達成に向けて新たに平地部で 46 箇所の IC 設置が
必要であり、引き続き民間事業者によるスマート IC の整備を促進する必要があ
る。 

民間施設直結スマート IC の整備に当たっては、地方公共団体が整備する場合
と異なり、民間事業者が取得し IC を整備した上で地方公共団体に無償譲渡する
土地について、民間事業者に登録免許税が課せられることになるため、登録免
許税を免税することで事業者の負担を軽減し、スマート IC の整備を促進するこ
とが求められる。そのため、引き続き民間事業者の整備投資促進に資する税制
特例の延長が必要である。 

 

今

回

の

要

望

□

租

税

特

別

措

置

□

に

関

連

す

る

合 

理 

性 

政 策 体 系 

に お け る 

政策目的の

位 置 付 け 

 
・経済財政運営と改革の基本方針 2019 
（R１.６.21 閣議決定） 
第３章 経済再生と財政健全化の好循環 
２．経済・財政一体改革の推進等 
（２）主要分野ごとの改革の取組 
② 社会資本整備 
（人口減少時代に対応した制度等の抜本見直し） 
 高速道路で取組が始まった民間の発意と負担による高速道路
と民間施設を直結するインターチェンジの整備など公共インフ
ラ整備における民間資金の更なる活用、さらには、リース手法
等を通じた民間資金・ノウハウの活用と官の資産保有コストの
軽減を図るための方策の検討等を進める。 
 
・経済財政運営と改革の基本方針 2025 
（R７.６.13 閣議決定） 
第２章 賃上げを起点とした成長型経済の実現 
２．地方創生２.０の推進及び地域における社会課題への対応 
（２）地域における社会課題への対応 
（持続可能で活力ある国土の形成と交通のリ・デザイン） 
2030 年度までの「集中改革期間」における物流革新に向け、次
期「総合物流施策大綱」に基づき、物流拠点・ネットワークの
機能強化、陸・海・空の新モーダルシフト、自動運転、物流Ｄ
Ｘ・標準化、多重取引構造の是正等の商慣行の見直し、荷主・
消費者の行動変容、改正物流法の執行体制の確保を推進する。
また、物流・旅客運送業における担い手不足への対応を強化す
るため、外国人材の一層の活用を推進する。 
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・「総合物流施策大綱（2021 年度～2025 年度）」
（R３.６.15 閣議決定） 
Ⅲ．今後取り組むべき施策 
３．強靱性と持続可能性を確保した物流ネットワークの構築 
（強くてしなやかな物流の実現） 
（１）感染症や大規模災害等有事においても機能する、強靱で
持続可能な物流ネットワークの構築 
③物流拠点と既存インフラとのアクセス強化や物流拠点の防災
対策 
鉄道駅や港湾等の物流拠点と高速道路等の既存の物流ネット

ワークとの連結性を充実させるため、スマート IC やアクセス道
路の整備を推進するとともに、ニーズに応じたコンテナターミ
ナルのゲートオープン時間の延長について検討する。 
 
 

政 策 の 

達成目標 

物流の効率化、地域活性化、利便性向上等を促進するため、
平地部での平均 IC 間隔が５km となるようスマート IC の整備を
推進する。（「高速道路における安全・安心基本計画」（R１.
９.10） 
 

租税特別措

置の適用又

は延長期間

２年間（令和８年４月１日～令和 10 年３月 31 日） 
 
 

同上の期間

中 の 達 成

目 標

令和９年度までに平均 IC 間隔を約 5.2km（平地部）に近づくよ
う民間施設直結をはじめとしたスマート IC を８件整備する。 
 

政策目標の

達 成 状 況 
令和６年度末時点における平均 IC 間隔は、約 5.3km（平地部）
となっている。 
 

有 
効 

性 

要 望 の 

措 置 の 

適用見込み

５件（令和８年度～令和９年度） 
 

要望の措置

の効果見込

み(手段とし

ての有効性)

本特例措置により、スマート IC 整備後に地方公共団体に無償譲
渡することとなる土地に係る民間事業者の税負担を軽減するこ
とは、民間事業者の IC 整備投資誘因に資するものである。 

相 

当 

性 

当該要望項 

目以外の税 

制上の措置 

－ 

予算上の 

措置等の 

要求内容 

及び金額 

民間事業者に対する民間直結スマート IC 整備に係る費用の無利
子貸付制度（民間事業者が負担する直結路の整備費用のうち、
地方公共団体の貸付額の１/２以内を無利子貸付） 
令和８年度予算概算要求額 25,000 千円 
 

上記の予算

上の措置等

と要望項目

と の 関 係

民間施設直結スマート IC 整備を行う区域は道路区域が設定さ
れた道路であり、さらに整備後に地方公共団体に無償で譲渡さ
れ、一般道路として地方公共団体に管理されるものであり、民
間事業者が整備するとしても公共性に資するため、費用の一部
を貸付ける予算措置を行っている。 
税制上の特例措置と一体的に措置することにより、政策目標

の達成に向け寄与するものである。 
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要望の措置 

の 妥 当 性 

 
本特例措置は、物流生産性の向上、地域経済の活性化（物流

拠点等のさらなる立地促進・雇用創出等）等に資する民間施設
直結スマート IC の整備の促進を図るものであることから、政策
目的実現のための措置として妥当である。 

こ
れ
ま
で
の
租
税
特
別
措
置
の
適
用
実
績
と
効
果
に
関
連
す
る
事
項 

租税特別 

措 置 の  

適用実績 

（単位：(適用件数)件、(適用額、減収額)百万円） 

年度 適用件数 適用額 減収額 

令和４年度 
0 

(1) 
0 

(1,000) 
0 

(20) 

令和５年度 
0 

(0) 
0 

(0) 
0 

(0) 

令和６年度 
0 

(2) 
0 

(2,200) 
0 

(22) 
【出典】：道路局から各民間事業者へ確認した結果によるも 

の。 
※前回要望時の適用件数及び減収額については、括弧内の 

とおりである。 
 
（前回要望との乖離の理由） 
 前回延長要望時に見込んでいた４箇所については、地方公共
団体の検討の進展や民間事業者の開発計画の見直しに伴い整備
手法の見直しを行った箇所が３箇所、周辺整備計画や構造の検
討などに時間を要している箇所が１箇所となっており、特例措
置の適用に至っていない。 

 

租特透明化

法に基づく

適 用 実 態 

調 査 結 果 

 
－ 

租税特別措

置の適用に

よ る 効 果 

(手段として 

の有効性) 

 
本特例措置により、スマート IC 整備後に地方公共団体に無償

譲渡することとなる土地に係る民間事業者の税負担を軽減する
ことは、民間事業者の IC 整備投資誘因に資するものである。 
 

前回要望時 

の達成目標 

 
令和７年度までに平均 IC 間隔を約 5.3km（平地部）となるよう
民間施設直結をはじめとしたスマート IC を９件整備する。 
 

前回要望時 

からの達成

度及び目標

に達してい

ない場合の

理 由 

 
令和６年度末時点の平均 IC 間隔（平地）は約 5.3km であり、目
標を達成している。引き続き、平均 IC 間隔（平地部）が 5km と 
なるよう、スマート IC の整備を推進していく。 
 
 

これまでの 

要 望 経 緯 

平成 30 年度 創設 
令和２年度  延長 
令和４年度  延長 
令和６年度  延長 

 


